
第 52回日本腹部救急医学会総会

会　　　長：日本医科大学消化器外科
 主任教授　内田　英二

会　　　期：2016 年 3 月 3 日（木）・4日（金）

テ　ー　マ：進歩のための原点回帰―集え、学べ 若い力―

会　　　場：京王プラザホテル
 東京都新宿区西新宿 2-2-1
 TEL：03-3344-0111　FAX：03-3345-8269

第 1 会場 花 A＋B 本館　4階
第 2会場 花 D 本館　4階
第 3会場 扇 南館　4階
第 4会場 錦 南館　4階
第 5会場 コンコードC 本館　5階
第 6会場 グレース 南館　3階
第 7会場 かつら 南館　4階
第 8会場 みずき 南館　4階
第 9会場 高尾 本館　42 階
第 10 会場 富士 本館　42 階
第 11 会場 多摩 本館　42 階
第 12 会場 相模 本館　42 階
第 13 会場 スターライト 本館　43 階
第 14 会場 ムーンライト 本館　43 階
第 15 会場 コメット 本館　43 階
第 16 会場 ハーモニー 本館　44 階

総会事務局：日本医科大学消化器外科
 〒113-8603　東京都文京区千駄木 1-1-5
 TEL：03-3822-2131　FAX：03-5685-0989
 ホームページ：http://www.congre.co.jp/jsaem52/
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理事会
日時：3月 2日（水）16：00～19：00
会場：京王プラザホテル　本館 42 階　高尾

総会（旧評議員会）
日時：3月 4日（金）12：20～13：20
会場：京王プラザホテル　本館 5階　第 5会場（コンコードC）

各種委員会
日時：3月 2日（水）

委員会名 時間 会場
保険診療検討委員会 11：00～12：00 本館　42 階　武蔵
広報委員会　 11：00～12：00 本館　42 階　御岳
編集委員会 11：00～13：00 本館　42 階　相模
プロジェクト研究計画委員会 12：00～13：00 本館　42 階　武蔵
在り方委員会 13：00～14：00 本館　42 階　相模
評議員選考委員会 13：00～14：00 本館　42 階　御岳
ネットワーク委員会 13：00～14：00 本館　42 階　多摩
臨床データベース構造化委員会 14：00～14：30 本館　42 階　高尾
倫理委員会 14：00～15：00 本館　42 階　武蔵
学術委員会（1） 14：00～15：00 本館　42 階　御岳
利益相反検討委員会 14：00～15：00 本館　42 階　相模
教育委員会　 14：00～15：00 本館　42 階　多摩
ガイドライン委員会 14：30～15：00 本館　42 階　高尾
財務委員会 15：00～16：00 本館　42 階　武蔵
認定医・教育医制度検討委員会 15：00～16：00 本館　42 階　御岳

日時：3月 4日（金）
委員会名 時間 会場

学術委員会（2） 総会終了後から
約 1時間 南館　9階　エメラルド

プログラム委員（50 音順）
安藤久實、内田英二、海野倫明、太田哲生、織田成人、北川雄光、草地信也、
杉山政則、中島康雄、中村真一、橋爪　誠、平田公一、前谷　容、真弓俊彦、
水沼仁孝、山下裕一、山本雅一、吉田雅博
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総会参加者へのご案内

Ⅰ．登録
1．学会総会への参加受付は 3月 3日（木）・4日（金）両日ともに 7時 30 分よ
り開始いたします。
参加受付日時：3月 3日（木）7：30～17：00

3 月 4 日（金）7：30～16：00
参加登録場所：京王プラザホテル　本館 4階　ホワイエ

2．当日参加登録の方は、学会参加費 13,000 円を総合受付で納入し、参加証を
お受け取りください。なお、研修医参加費は 5,000 円、メディカルスタッフ
参加費は、1,000円です。（メディカルスタッフの方は、受付に各職種の身分
証明書のご提示をお願いいたします。）
クレジットカードは扱っておりません。
会期中は必ず参加証をご着用ください。

3．演者・共同演者とも、本学会会員に限ります。未入会の方は至急、学会事務
局で入会手続きをお願いいたします。

学会事務局（入会手続きFAX送信先）
一般社団法人　学会支援機構
〒112-0012
東京都文京区大塚 5-3-13　小石川アーバン 4階
TEL：03-5981-6011　FAX：03-5981-6012
ホームページ：http://plaza.umin.ac.jp/jaem/

4．平成 27 年度会費（10,000 円）納入および、新規入会の方、会員での所属、
住所変更のある方は、総合受付内の学会事務局（京王プラザホテル本館4階
ホワイエ）にて所定の用紙にその旨を記入し、ご提出ください。

Ⅱ．司会・指定発言の先生方へのご案内
1．ご担当セッション開始 15 分前までに次司会席または付近の席にお着きくだ
さい。

2．セッション交代のアナウンスや、発表終了後のお知らせはいたしませんの
で、該当の方は担当される各演者の呼び出しと進行をお願いいたします。特
に、発表時間は厳守していただきますようお願いいたします。

Ⅲ．演者の方へのご案内
利益相反について
第47回総会より、抄録提出時および発表時において筆頭演者の利益相反の開示
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が必要となっております。これは、平成22年 3月 17日の平成22年度第一回定
例理事会ならびに平成 22 年 3 月 18 日の評議員会において承認された事項であ
り、平成22年 9月 1日より本学会総会の発表者の利益相反状態の開示が必要と
なるというもので、詳細は「腹部救急医学臨床研究の利益相反に関する指針」
に明記されております。
つきましては、大変お手数ですが「腹部救急医学臨床研究の利益相反に関する
指針」VI．開示・公開すべき事項（指針http://plaza.umin.ac.jp/jaem/3k_rieki.
htm の P.15 の様式 1）に従って開示していただきますようお願いいたします。

【PC発表要領】
Windows： CD-R またはUSBメモリに記録してご持参ください。
 また PC本体の持込みも可能です。
 会場で用意する PCの OSはWindows7 です。
Macintosh：   PC本体をお持込ください（メディアのみのお持ち込みには対応で

きません）。
※上記いずれの場合も、該当ファイル名に演題番号・氏名をお入れください。
（メディアは、ウイルス定義データを最新のものに更新された状態のセキュリ
ティーソフトで、ウイルスに感染していないことをご確認の上、お持込くだ
さい。）
※  デジタル出力（HDMI）には非対応です。HDMI 出力のみの PCをお持込み
の場合は、HDMI-D SUB の変換アダプターを必ずご持参ください。

1．発表データの作成
1）  学会会場では、Windows7 および Power Point 2003/2007/2010/2013 が
インストールされた PCを使用いたします。

2）発表データは以下の条件で作成、準備をお願いいたします。
＜OS：Windows7＞
＜アプリケーション：Power Point 2003 以降＞
※  上記の環境のPCで画面の全てが不具合なく表現されていることを、予め
ご確認ください。また会場の PC受付にてご確認ください。
※  Macintoshで作成したPower Point ファイルをWindowsで変換または修
正した場合は正確に表現できません。文字化け・文字の位置ずれ、切れ、
グラフの不正確な表示、オブジェクトのはみ出しなどが起こります。また
はフォント情報が付加されるため、正確な文字表現ができません。十分に
ご注意、ご確認をお願いいたします。
※発表者ツールの使用はお控えください。
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2．フォント
Windows で標準搭載されているフォントのみ使用可能です。
日本語： 、 、 、 の合計 4種類
英語：Times New Roman、Arial、Arial Black、Arial Narrow、Century、
Century Gothic、Courier New、Georgiaの合計 8種類
これ以外のフォントを使用した場合、文字、段落のずれ、文字化け、表示さ
れないなどトラブルが発生する可能性があります。

3．データの総量
上限はありませんが、発表中の事故を防ぐため、データ総量が 500MBを超
える場合には、ご自身の PCをお持ち込みください。

4．動画・音声・PPTアニメーションについて
Power Point 内での動画

セッション名 動画 音声 PPTアニメーション
特別・会長講演 ○ ○ ○
理事長企画 ○ ○ ○
特別企画 ○ ○ ○
若手医師研究プロジェクト ○ ○ ○
認定医制度セミナー ○ ○ ○
シンポジウム ○ ○ ○
パネルディスカッション ○ ○ ○
ワークショップ ○ ○ ○
ビデオワークショップ ○ ○ ○
ミニレクチャー ○ ○ ○
ERセミナー ○ ○ ○
フィルムインタープリテーション ○ ○ ○
診療と研究のトピックス・ビューポイント ○ × ○
研修医・医学生セッション ○ × ○
生涯忘れられないこの 1例 ○ × ○
要望演題・主題関連演題 ○ × ○
一般演題 ○ × ○

Windows、Macintoshに関わらず、動画利用の場合はご自身のPCを必ずお
持込ください。メディアにてデータを持ち込む場合には、Windows Media 
Player11で動作する形式をご用意ください。会場のPCではこれ以外の形式
での動画の再生はできませんので、ご自身の PCをお持ち込みください。
音声出力可の場合、PC受付にて音声の有無をご指示ください。
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5．PCデータの受付
1）受付場所
発表データの提出は京王プラザホテル南館 3階グレース前室　PC受付
で行ってください。必ず、事前に試写、動作確認をしたデータをお持ち
ください。

2）受付時間
発表 1時間前までに PC受付で受付をお済ませください。早朝の発表の
方は、発表の 30 分前までに受付をお済ませください。
※  第 1 日目の早朝の発表の方は混雑が予想されますので、参加受付の前
に PC受付をお済ませください。
※  第 2 日目の早朝の発表の方は、できるだけ前日の夕方までに PC受付
で受付をお済ませください。また、データの受付は、発表日以外でも
可能です。

3）受付方法
PC受付にて受付、動作確認を行ってください。発表データは各会場に
LANで配信されます。発表のためお預かりしたデータは、総会終了後に
責任を持って消去いたします。

PC受付　開設時間
3月 3日（木）　第１日目　7：30～17：00
3 月 4 日（金）　第 2日目　7：30～16：00

6．発表方法
発表時には、発表データの1枚目をスライドショーの状態でスクリーンに映
写いたしますので、ご自身で演台上のマウス・送りスイッチを操作してプレ
ゼンテーションを行ってください。

7．その他
1）  メディアを介したウイルス感染の可能性がありますので、最新のウイル
ス駆除ソフトでチェックを行ってください。

2）  発表データ作成後、作成した PC以外の PCで正常に動作するかチェッ
クしてください。

3）発表会場ではデータの修正はできませんので、予めご了承ください。

8．発表時間について
1）  会場、日時等についてはプログラムをご参照ください。なお、事前打ち
合わせがある場合は、事務局より個別にご案内いたします。

2）発表時間および討論については次頁をご参照ください。
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3）次演者の方は、発表時間 15 分前までに次演者席にお着きください。
4）  口演終了 1分前に黄ランプ、終了は赤ランプでお知らせします。発表時
間を厳守してください。

5）討論については司会の指示に従ってください。

セッション名 発表時間 総合討論
特別企画 発表 10 分・質疑 3分 無
シンポジウム 発表 8分・質疑 3分 無
パネルディスカッション 発表 8分 有
ワークショップ 発表 7分 有
ビデオワークショップ 発表 8分・質疑 3分 無
ミニレクチャー 発表 15 分・質疑 5分 無
ERセミナー 発表 25 分 無
フィルムインタープリテーション ＊ 有
診療と研究のトピックス・ビューポイント 発表 10 分・質疑 3分 無
要望演題

発表 5分・質疑 2分

無
主題関連演題 無
研修医・医学生セッション 無
生涯忘れられないこの 1例 無
一般演題 無

Ⅳ．その他のご案内
研修医優秀賞について

研修医・医学生セッションにおいて、優秀賞を設けます。表彰は、第 2日目開
催の総会内で行います。

討論・発言について
会場での活発な討論を期待します。討論はすべて挙手の後、司会の許可を得た
上で、所属・氏名を述べて発言してください。

所属の記載について
発表者の所属表記は原則としてオンライン登録どおりの記載となっておりま
す。司会・指定発言の所属表記に関しては、簡略化した記載になっております
ので予めご了承ください。

企業展示について
プログラムと並行し、本館 4階「花 C」にて行っております。
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インターネットについて
展示会場　本館 4階「花 C」および休憩コーナー　本館 42 階「御岳」にて、
Wi-Fi 接続が可能です。

クロークについて
受付時間：3月 3日（木）7：30～18：30
　　　　　3月 4日（金）7：30～17：00
受付場所：京王プラザホテル　3階ロビーフロア

呼び出しについて
会場内でのお呼び出しはいたしません。受付に設置いたします「会員連絡板」
をご利用ください。

学術共催セミナーについて
3 月 3 日（木）、4日（金）の両日に開催いたします。整理券の配布はございま
せん。直接会場にお越しください。

日本腹部救急医学会認定医制度セミナー
本総会より開始する認定医・教育医取得のためのセミナーです。
今回の認定医制度セミナー（分野Ⅴ（外科治療）-C. Trauma surgery）受講は、
日本外科学会新専門医制度研修プログラムの「経験すべき手術・処置等：外傷
の修練」の 1点に認定されています。
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